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サイプレスはインフィニオン テクノロジーズになりました
この表紙に続く文書には「サイプレス」と表記されていますが、これは同社が最初にこ
の製品を開発したからです。新規および既存のお客様いずれに対しても、引き続きイン
フィニオンがラインアップの一部として当該製品をご提供いたします。

文書の内容の継続性
下記製品がインフィニオンの製品ラインアップの一部として提供されたとしても、それ
を理由としてこの文書に変更が加わることはありません。今後も適宜改訂は行います
が、変更があった場合は文書の履歴ページでお知らせします。
 
注文時の部品番号の継続性
インフィニオンは既存の部品番号を引き続きサポートします。ご注文の際は、データシー
ト記載の注文部品番号をこれまで通りご利用下さい。
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EZ-USB?CX3: MIPI CSI-2 －スーパースピード USB ブリ ッジコン トローラー

特長

■  ユニバーサル シリアル バス (USB) を統合

❐ USB 3.0仕様Rev. 1.0に準拠したUSB 3.0およびUSB 2.0ペ
リフェラル

❐ PIPE 3.0 準拠の 5Gbps USB 3.0 PHY
❐ 32 の物理エンドポイン ト

■  MIPI CSI-2 RX インターフェース

❐ MIPI CSI-2 準拠 (Ver. 1.01 Rev. 0.04、 2009 年 4 月 2 日 )
❐ 最大4本のデータ  レーン (CYUSB3065は最大4本のレーン、

CYUSB3064 は最大 2 本のレーン )
❐ 各レーンは最大 1Gbps に対応 (CYUSB3065 は最大 4 本の
レーン、 CYUSB3064 は最大 2 本のレーン )

❐ イメージ センサー設定用の CCI インターフェース

■  以下のビデオ データ  フォーマッ トに対応

❐ ユーザー定義 8 ビッ ト
❐ RAW8/10/12/14
❐ YUV422 (CCIR/ITU 8/10 ビッ ト )、 YUV444
❐ RGB888/666/565

■  完全にアクセス可能な 32 ビッ ト CPU
❐ 200MHz で動作する ARM926EJ-S コア
❐ 512KB または 256KB の組込み SRAM

■  以下のペリフェラルへの接続機能

❐ 1MHz での I2C マスター コン ト ローラー
❐ 8kHz、 16kHz、 32kHz、 44.1kHz、 48kHz、 96kHz、 192kHz
のサンプリング周波数での I2S マスター ( ト ランスミ ッ タ
専用 )

❐ 4Mbps まで対応可能な UART
❐ 33MHz で動作する SPI マスター

■  12 個の GPIO

■  コア パワーダウン モードでの超低消費電力

■  コアと I/O 用の独立パワー ド メイン

❐ 1.2V でのコア動作
❐ 1.8 ～ 3.3V で動作する I2S、 UART、 SPI
❐ 1.8 ～ 3.3V で動作する I2C、 I/O

■  10 × 10mm、 0.8mm ピッチ鉛フリー ボール グリ ッ ド  アレイ
(BGA) パッケージ

■  容易なコード開発のために EZ-USB™ ソフ トウェア開発キッ
ト  (SDK) を用意

アプリケーシ ョ ン

■  デジタル ビデオ カメラ

■  デジタル スチル カメラ

■  ウェブカメラ

■  スキャナー

■  テレビ会議システム

■  ジェスチャー ベースの制御

■  監視カメラ

■  医療用画像装置

■  ビデオ IP フォン

■  USB 顕微鏡

■  産業用カメラ
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詳細情報

インフ ィニオンは、www.cypress.com に大量のデータを掲載し
ており、ユーザーがデザインに適切な PSoC デバイスを選択し、
デバイスを迅速で効果的にデザインに統合する手助けをしてい
ます。リソースの包括的な一覧については、CX3 ウェブ ページ
www.cypress.com/CX3 を参照して ください。

■  概要 : USB ポート フォリオ、 USB ロードマップ

■  USB 3.0 製品セレクタ : FX3、 FX3S、 CX3、 GX3、 HX3

■  アプリケーシ ョ ン ノート : インフ ィニオンは、 基本レベルか
ら高度なレベルまでの様々なトピックに触れる大量のUSBア
プリケーシ ョ ン ノート を提供しています。 以下は CX3 入門
用の推奨アプリケーシ ョ ン ノートです。

❐ AN75705 - EZ-USB™ FX3 入門
❐ AN90369 - MIPI CSI-2 イメージセンサーを EZ-USB™ CX3
にインターフェースする方法 

❐ AN75779 - USB ビデオクラス (UVC) フレームワーク内で
EZ-USB™ FX3 を使用し てイ メ ージセンサーイ ン ター
フェースを実装する方法

❐ AN76405 - EZ-USB™ FX3/FX3S? ブートオプシ ョ ン
❐ AN70707 - EZ-USB™ FX3/FX3S ハードウェア設計ガイド
ラインおよび回路図チェ ックリス ト

❐ AN86947 - EZ-USB™ FX3によるUSB 3.0スループッ トの最
適化

■  サンプル コード  
❐ USB SuperSpeed

■  テクニカル リファレンス マニュアル (TRM)
❐ EZ-USB™ CX3 テクニカル リファレンス マニュアル

■  ナレッジベース
❐ CX3 Firmware: Frequently Asked Questions - KBA91297
❐ CX3 Hardware: Frequently Asked Questions - KBA91295
❐ CX3 Application Software / USB Driver: Frequently Asked

Questions - KBA91298
❐ Knowledge Base - Cypress Semiconductor Cage Code -

KBA89258

■  開発キッ ト
❐ Ascella - CX3 THine ISP 13MP reference design kit (RDK)
❐ Denebola - USB 3.0 UVC Reference Design Kit (RDK)
❐ Tania - CX3 Socionext ISP reference design kit (RDK) with

Dual Sony Sensors

■  モデル 
❐ CX3 Device OrCad Schematic Symbol
❐ CYUSB306x - IBIS

EZ-USB™ ソフ トウェア開発キッ ト

インフ ィニオンは、SuperSpeed USB をさまざまな組込み MIPI
イメージ センサー アプリケーシ ョ ンに簡単に統合するために
完全なファームウェア スタ ックを CX3 に提供しています。 ソ
フ トウェア開発キッ ト  (FX3 SDK) は、アプリケーシ ョ ン開発を
加速させるツール、 ド ライバーやアプリケーシ ョ ン例を含みま
す。 FX3 SDK セッ ト ア ップは、 OmniVision OV5640 および
Aptina AS0260 イメージ センサー インターフェース用の CX3
API とサンプル フ ァームウェアを含みます。 FX3 SDK 用の
Eclipse プラグインはその他のイメージ センサーの CX3 ファー
ムウェア開発を加速させます。

www.cypress.com
www.cypress.com/CX3
www.cypress.com/CX3
http://www.cypress.com/?id=167
http://www.cypress.com/?rID=94780
http://www.cypress.com/?id=3526
http://www.cypress.com/?id=4833
http://www.cypress.com/cx3/
http://www.cypress.com/gx3/
http://www.cypress.com/hx3/
http://www.cypress.com/?rid=59979
http://www.cypress.com/documentation/application-notes/an90369-how-interface-mipi-csi-2-image-sensor-ez-usb-cx3
http://www.cypress.com/documentation/application-notes/an75779-how-implement-image-sensor-interface-ez-usb-fx3-usb-video
http://www.cypress.com/?rid=63358
http://www.cypress.com/?rid=53203
http://www.cypress.com/?rID=84341
http://www.cypress.com/?rid=101781
http://www.cypress.com/documentation/technical-reference-manuals/ez-usb-cx3-technical-reference-manual
http://www.cypress.com/knowledge-base-article/cx3-firmware-frequently-asked-questions-kba91297
http://www.cypress.com/knowledge-base-article/cx3-hardware-frequently-asked-questions-kba91295
http://www.cypress.com/knowledge-base-article/cx3-application-software-usb-driver-frequently-asked-questions-kba91298
http://www.cypress.com/knowledge-base-article/knowledge-base-cypress-semiconductor-cage-code-kba89258
http://www.cypress.com/documentation/development-kitsboards/ascella-cypress-cx3-thine-isp-13mp-reference-design-kit-rdk
http://www.cypress.com/documentation/development-kitsboards/denebola-usb-30-uvc-reference-design-kit-rdk
http://www.cypress.com/documentation/development-kitsboards/tania-cypress-cx3-socionext-isp-reference-design-kit-rdk-dual
http://www.cypress.com/documentation/models/cx3-device-orcad-schematic-symbol
http://www.cypress.com/documentation/models/cyusb306x-ibis
http://www.cypress.com/?rID=57990
http://www.cypress.com/?rID=57990
http://www.cypress.com/file/186021/download
http://www.cypress.com/file/186021/download
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機能の概要

インフ ィニオン EZ-USB™ CX3 は、MIPI CSI-2 ( カメラ  シリア
ル インターフェース 2) インターフェース付きデバイスを USB
3.0 ホストに接続する次世代ブリ ッジ コン ト ローラーです。 

CX3 は、 4 レーンの CSI-2 レシーバを備えており、 それぞれの
レーンが最大 1Gbps の速度に対応できます。 RAW8/10/12/14、
YUV422 (CCIR/ITU 8/10 ビッ ト )、RGB888/666/565、ユーザー
定義 8 ビッ トなどのビデオ データ  フォーマッ トに対応してい
ます。

CX3 は、 USB 3.0 と USB 2.0 物理層 (PHY) を、 強力なデータ
処理とカスタム アプリケーシ ョ ンの構築に対応した 32 ビッ ト
ARM926EJ-S マイクロプロセッサと統合しています。 

CX3 には、 コード とデータ用の 512KB の内蔵 SRAM (28 ペー
ジの注文情報を参照 ) を備えています。さらに、EZ-USB™ CX3
は、UART, SPI, I2C, および I2S などのシリアル ペリフェラルに
接続するインターフェースも提供しています。

CX3 にはアプリケーシ ョ ン開発ツールが用意されています。ソ
フ トウェア開発キッ トにはアプリケーシ ョ ン例が付随してお
り、 市場投入までの時間を短縮できます。

CX3 は USB 3.0 v1.0 仕様に準拠しており、 USB 2.0 との後方
互換性があります。また、MIPI CSI-2 v1.01 Rev. 0.04 仕様 (2009
年 4 月 2 日 ) にも準拠しています。

アプリケーシ ョ ン例

一般的なアプリケーシ ョ ン例 ( 図 1 を参照 ) では、 CX3 がメイ
ン プロセッサと して動作し、 イ メージ センサー、 オーディオ
装置、 カメラ制御装置などと接続します。

図 1.  EZ-USB™ CX3 の応用例 
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USB インターフェース

CX3 は以下の仕様に準拠し、 次の特長を持ちます。

■  CX3はUSB 3.0仕様Rev. 1.0に準拠する USBペリフェラル機
能をサポート しており、 また USB 2.0 仕様との後方互換性も
備えています。

■  ペリフェラルとして、 CX3 はスーパースピード、 ハイスピー
ド、 フルスピードで動作できます。 

■  最大 16 入力エンドポイン ト と 16 出力エンドポイン ト をサ
ポート します。

■  USB 3.0 スト リーム機能をサポート します。

■  USB ペリフェラルとして、CX3 は UAS (USB 外付けスト レー
ジ )、 UVC (USB ビデオ クラス )、 および MTP ( メディア転
送プロ ト コル ) の USB ペリフェラル クラスに対応していま
す。 USB ペリフェラルとして、他のすべてのデバイスクラス
がパススルーモード  ( 外部のホストプロセッサによって完全
に処理される ) でのみサポート されています。 

図 2.  USB インターフェース信号

ReNumeration

CX3 はソフ ト構成のため、1 個のチップが複数の異なる USB デ
バイス ID を持てます。

初めて USB に差し込むと、CX3 はインフ ィニオン ベンダー ID
(0x04B4) で自動的にエニュメレート し、ファームウェアと USB
ディスクリプタを USB インターフェースを介してダウンロー
ド します。 ダウンロード したファームウェアは、 電気的な切断
と接続を行います。 CX3 は、 ダウンロード した情報に定義され
たデバイスとして再びエニュメレート します。 この特許化され
た 2 段階のプロセスは ReNumeration と呼ばれ、 デバイスが
USB に接続された直後に実行されます。

VBUS 過電圧保護

CX3のVUSB ピン上の最大入力電圧は6V です。充電器はVBUS
上で最大 9V まで供給できます。 この場合、 CX3 を VUSB によ
る損傷から保護するために外付けの過電圧保護 (OVP) 装置が
必要になります。 図 3 は、 OVP 装置が VUSB に接続されたシ
ステム アプリケーシ ョ ン図を示しています。VUSB の動作電圧
範囲については 17 ページの DC 仕様を参照して ください。

注 : USB コネクタの VBUS ピンは CX3 の VUSB ピンに接続す
る必要があります。

図 3.  VUSB 用の OVP デバイスのシステム図
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MIPI CSI-2 RX インターフェース
MIPI (Mobile Industry Processor Interface) 協会は、 イ メージ
データを広帯域幅のシリアル ライン上で送信するためのカ メ
ラ  シリアル インターフェース 2 (CSI-2) 規格を定義しました。

CX3 は次の特長を持つ MIPI CSI-2 レシーバを実装しています。

1. 最大 4 本のレーンでクロックとデータを受信できます。
(CYUSB3065 は最大 4 本のレーン、 CYUSB3064 は最大 2
本のレーンをサポート します )。

2. 各 CSI レーンは最大 1Gbps に対応できます ( 合計最大帯域
幅は 2.4Gbps を超えてはいけません )。

3. RAW8/10/12/14, YUV422 (CCIR/ITU 8/10 ビッ ト ), 
RGB888/666/565, およびユーザー定義 8 ビッ トなどのビデ
オ フォーマッ トに対応できます。

4. センサーを設定するための CCI インターフェース (7 ビッ ト
のアドレス指定が可能な100kHzまたは400kHz I2Cインター
フェースと互換性がある ) が提供されています。

5. 外部フラッシュや照明システムをイメージ センサーと同期
させるための GPIO が用意されています。これは信号対ノイ
ズ比を改善することにより、画質が良く なり、被写体が明る
く なります。 

6. GPIO は、 外部イベン ト とイ メージセンサを同期させるため
にも使用できます。それにより画像を外部イベン トにより取
り込めます。

7. シリアル インターフェース (I2C, I2S, SPI, UART など ) は、
オート フォーカス , パン , チルト , ズーム (PTZ) などのカメ
ラ機能を実装するために利用されます。

その他出力

標準の MIPI CSI-2 信号に加え、 次の 3 つの出力が提供されま
す。

1. XRST: イメージ センサをリセッ トするために使用できます。

2. XSHUTDOWN: センサをスタンバイモードやシャッ トダウ
ンモードに移行させるために使用できます。

3. MCLK: クロック出力を提供できます。 イメージ センサーの
テストに利用できます。量産では、外部クロック  ジェネレー
タをイメージ センサーのクロック入力として使用します。

CPU
CX3 は、 32 ビッ ト 200MHz ARM926EJ-S コア CPU を内蔵し
ています。コアは 16KB の命令密接合メモリ  (TCM) および 8kB
のデータ TCM に直接アクセスできます。 ARM926EJ-S コアは
ファームウェア デバッグ用に JTAG インターフェースを備えま
す。 

CX3 は次の利点を持ちます。

■  コード とデータに対応する512KBの組込みSRAMと、8kBの命
令キャッシュとデータ  キャッシュを内蔵しています。

■  さまざまなペリフェラル (USB, CSI-2 Rx, I2S, SPI, および
UART など ) の間で効率的で柔軟な DMA 接続を行います。こ
れにより、 ファームウェアがペリフェラル間のデータ  アクセ
スを設定するだけで、 その後は DMA 構造によって管理され
ます。

■  ARM926EJ-S 用の業界標準の開発ツールを使用して、容易に
アプリケーシ ョ ンを開発できます。

CX3 ファームウェアのサンプルは Infineon EZ-USB™ CX3開発
キッ トに付属します。 外部プロセッサに移植可能なソフ トウェ

ア API は、 Infineon EZ-USB™ CX3 ソフ トウェア開発キッ トに
付属します。 

JTAG インターフェース

CX3 の JTAG インターフェースは、 JTAG デバッガへ接続する
ために標準の 5 ピン インターフェースを備えており、 CPU コ
アのオンチッ プ デバッグ回路を介してフ ァームウェアをデ
バッグできます。

ARM926EJ-S コア用の業界標準デバッグ ツールは、 CX3 アプ
リケーシ ョ ン開発に使用できます。

その他インターフェース

CX3 は以下のシリアル ペリフェラルをサポート します。

■  UART

■  I2C

■  I2S

■  SPI

15 ページの CYUSB306X ピン一覧にこれらのインターフェー
スをマッピングする方法を示します。

UART インターフェース

CX3 の UART インターフェースは、 全二重通信に対応してい
ます。 取り扱う信号を表 1 に示します。

UART はファームウェアで選択可能な 300bps ～ 4608Kbps の
ボーレート を発生させられます。フロー制御が有効である場合、
CTS 入力がアサート される時のみ、 CX3 の UART はデータを
送信します。 また CX3 の UART は、 データを受信できるよう
になったとき、 RTS 出力信号をアサート します。

I2C インターフェース

CX3 の I2C インターフェースは I2C バス仕様 Rev.3 に準拠して
います。 この I2C インターフェースは、 I2C マスターとしての
み動作します。 他の I2C のスレーブデバイスと通信するために
使用できます。 例えば、 CX3 はブート  オプシ ョ ンと して、 I2C
インターフェースに接続しているEEPROMから起動できます。

CX3 の I2C マスター コン ト ローラーは、 マルチマスター モー
ドにも対応しています。

I2C インターフェース用の電源は、 他のシリアル ペリフェラル
から分離されているパワー ド メインである VDDIO1 です。 これ
により、 他のインターフェースと異なる電圧で動作する柔軟性
が I2C インターフェースにあります。

I2C コン ト ローラーは、400kHz と 1MHz のバス周波数をサポー
ト します。 VDDIO1 が 1.8V、 2.5V または 3.3V である場合、 サ
ポート される動作周波数は 400kHz と 1MHz です。 I2C コン ト

表 1.  UART インターフェース信号

信号 説明

TX 出力信号

RX 入力信号

CTS フロー制御

RTS フロー制御



CYUSB306X

文書番号 : 001-90635 Rev. *D ページ 8 / 38

ローラーは、 クロック  スト レッチ機能をサポート し、遅いデバ
イスがフロー制御を実行できるようにします。

I2C インターフェースの SCL と SDA 信号には、 外部プルアッ
プ抵抗が必要です。 プルアップ抵抗は VDDIO1 に接続する必要
があります。 

注 : 0x0000111x パターンを持つ I2C アドレスは内部で使用さ
れ、このアドレスを持つスレーブ デバイスをバスに接続しては
いけません。

I2S インターフェース

CX3 は I2S ポートを備えており、外部オーディオ コーデック  デ
バイスをサポート しています。 CX3 は、 ト ランスミ ッ タ となる
I2S のマスターとしてのみ機能します。I2S インターフェースは
4 つの信号 ( クロック  ライン (I2S_CLK)、シリアル データ  ライ
ン (I2S_SD)、 ワード  セレク ト  ライン (I2S_WS)、 マスター シ
ステム クロック  (I2S_MCLK)) から構成されています。CX3 は、
I2S_MCLK を出力と し てシステム クロ ッ ク を生成するか、
I2S_MCLK を入力と して外部システム クロッ クを受け入れら
れます。

I2S インターフェースが対応するサンプリング周波数は 8kHz、
16kHz、 32kHz、 44.1kHz、 48kHz、 96kHz、 192kHz です。

SPI インターフェース

CX3 は、 シリアル ペリフェラル ポートで SPI マスター イン
ターフェースをサポート します。 最大動作周波数は 33MHz で
す。

SPI コン ト ローラは、 スタート／ス ト ップ クロッ クを使用し
た SPI 通信の 4 つのモード  に対応しています ( モードの詳細
については、25 ページの SPI タイ ミ ング仕様 を参照して く だ
さい )。 このコン ト ローラーは、 1 つの SSN 信号の制御を持
つ、 1 つのマスター用のコン ト ローラーです。 これは 4 ビッ ト
～ 32 ビッ トのト ランザクシ ョ ン  サイズに対応します。

ブート  オプシ ョ ン

CX3 は、 PMODE ピンの設定により選択される様々なソースか
らブート  イメージをロードできます。 CX3 のブート  オプシ ョ
ンは以下のとおりです。

■  USB からのブート

■  I2C からのブート

■  SPI からのブート  
❐ サポート されるインフ ィニオン SPI フラッシュ  デバイスは

S25FS064S (64M ビッ ト ), S25FS128S (128M ビッ ト ) お
よび S25LFL064L (64M ビッ ト ) です。

❐ W25Q32FW (32M ビッ ト ) もサポート されます。

リセッ ト

ハード  リセッ ト

ハード  リセッ トは、 CX3 の RESET# ピンをアサートすること
で開始します。特定のリセッ ト  シーケンスとタイ ミング要件の
詳細については、 27 ページの図 11 と 27 ページの表 18 を参照
して く ださい。 ハード  リセッ ト中、 すべての I/O はト ライス
テートにされます。

MIPI_RESET と呼ばれる追加のリセッ ト  ピンが、MIPI CSI-2 コ
アのリセッ トに用意されます。 これは通常動作では抵抗でプル
ダウンします。

ソフ ト  リセッ ト

ソフ ト  リセッ トには、 次の 2 種類があります。

■  CPU リセッ ト : CPUプログラム カウンターがリセッ ト されま
す。 CPU リセッ ト後に、 ファームウェアをリロードする必要
はありません。

■  デバイス全体のリセッ ト : このリセッ トはハード  リセッ ト と
同じです。 デバイス全体のリセッ ト後に、 ファームウェアを
リロードする必要があります。

表 2.  CX3 ブート  オプシ ョ ン

PMODE[2:0][1]
ブート元

F11 USB ブート

F1F I2C、 不具合時 USB ブートが有効

1FF I2C のみ

0F1 SPI、 不具合時 USB ブートが有効

注 ：

1. F はフローテ ィ ング状態を意味します。
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クロック

CX3 は、 通常動作のために 2 つのクロックを必要とします。

1. CLKIN ピンに接続する 19.2MHz のクロック。

2. REFCLK ピンに接続する 6MHz ～ 40MHz のクロック。

CX3 へのクロック入力は、表 3 で指定されている位相ノイズと
ジッ タの要件を満たす必要があります。

入力クロック周波数は、CX3 コアまたはいずれのデバイス イン
ターフェース (CSI-2 Rx ポート を含む ) のクロックおよびデー

タ  レート と無関係です。 内部 PLL は、 入力周波数に応じて適
切なクロック逓倍オプシ ョ ンを適用します。 

注 : REFCLKはVDDIO1電力ド メインに属し、CLKINはCVDDQ
電力ド メインに属します。 同じ信号源を使用する場合、 そのク
ロックは2つの出力を備えたバッファを通してクロック  ピンに
接続する必要があります。 クロックバッファ , CVDDQ, および
VDDIO1 には必ず同じ電圧で電力を供給して ください。

32kHz ウォッチド ッグ タイマー クロック入力

CX3 はウォッチド ッグ タイマーを内蔵しています。 ウォ ッチ
ド ッグ タイマーは、 ARM926EJ-S コアに割り込みをかけ、 ス
タンバイ モード中の CX3 を自動的に復帰させ、 ARM926EJ-S
コアをリセッ トするために使用できます。ウォッチド ッグ タイ
マーは 32kHz のクロックで動作します。 このクロックはオプ
シ ョ ンでCX3の専用ピンに接続する外部クロックから供給され
ます。

ファームウェアはウォッチド ッグ タイマーを無効にできます。

表 4 にオプシ ョ ンの 32kHz クロック入力の要件を示します。 

表 3.  CX3 入力クロック仕様

パラメーター 説明
仕様

単位
Min Max

位相ノイズ

100Hz オフセッ ト - -75 dB

1kHz オフセッ ト - -104 dB

10kHz オフセッ ト - -120 dB

100kHz オフセッ ト - -128 dB

1MHz オフセッ ト - -130 dB

最大周波数偏差 - - 150 ppm

デューティ比 - 30 70 %

オーバーシュート - - 3 %

アンダーシュート - - -3 %

立ち上り時間／立ち下り時間 - - 3 ns

表 4.  32kHz クロック入力の要件

パラメーター Min Max 単位

デューティ比 40 60 %

周波数偏差 - ±200 ppm

立ち上り時間／立ち下り時間 - 200 ns
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電源

CX3 は、 次の電源ド メインがあります。

■  IO_VDDQ: デジタルI/O用の個別のパワー ド メインのグループ 
❐ VDDIO1: GPIO、 I2C、 JTAG、 XRST、 XSHUTDOWN および

REFCLK

❐ VDDIO2: UART と I2S (MCLK を除く )

❐ VDDIO3: I2S_MCLK と SPI
❐ CVDDQ: CLKIN

❐ VDD_MIPI: MIPI CSI-2 クロックとデータ  レーン

■  VDD: これはロジック  コア用の電源です。 定格電源電圧レベ
ルは 1.2V であり、 コア ロジック回路に供給されます。 同じ
電源を以下にも使用します。

❐ AVDD: PLL、 水晶発振器およびその他のコア アナログ回路
用の 1.2V 電源です。

❐ U3TXVDDQ/U3RXVDDQ: USB 3.0 インターフェース用の
1.2V 電源です。

■  VUSB: USB I/Oおよびアナログ回路用の4V～6V電源です。こ
れは CX3 の内部電圧レギュレータを介して USB ト ランシー
バに電源を供給します。VUSB は内部で 3.3V に調整されてい
ます。

注 : 図 4 に示すように、 これらの電源は特定のシーケンスでオ
ン／オフする必要があります。 

電力モード

CX3 は以下の電力モードに対応しています。

■  通常モード : これは機能がすべて動作するモードです。 この
モードでは、内部CPUクロックと内部PLLが有効になります。

❐ 通常の動作消費電力は、ICC コアの最大値と ICC USB の最大
値の合計を超えません (消費電流の仕様については、17ペー
ジの DC 仕様を参照して ください )。

❐ VDDIO2とVDDIO3のI/O電源は、対応するインターフェースが
使用されていないときにオフにできます。 VDDIO1 は、 通常
動作の場合にオフにしてはいけません。

■  低消費電力モード  (11 ページの表 5 を参照して ください )
❐ USB 3.0 PHY が有効にされたサスペンド  モード
❐ スタンバイ  モード
❐ コア電源遮断モード

図 4.  電源投入シーケンス 

VUSB
(VBUS)

VDD
(VDD, AVDD, 
VDD_MIPI)

VDDIO1

CVDDQ, VDDIO2, 
VDDIO3

CLK_IN, REFCLK

RESET#

MIPI_RESET

>= 1 ms

XRST 
(Image Sensor RESET)

User programmable
in firmware

<= 10 ms
<= 10 ms
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表 5.  低消費電力モードの開始および終了方法

低消費電力モード 特性 遷移方法 離脱方法

USB 3.0 PHY を有効
に し たサスペン ド
モード

■  このモードの消費電力は ISB1 を超えませ
ん。

■  USB 3.0 PHY が有効で、U3 モードになりま
す (USB 3.0 仕様で定義されたサスペンド
モードの 1 つ )。 その他すべてのクロック
はシャッ トダウンするが、 このブロックは
それ自身の内部クロックで動作可能です。

■  すべての I/O は前の状態を保持します。

■  ウェイクアップ ソースへの電源とコア電
源を保持する必要があります。 その他すべ
てのパワー ド メ インは個別にオン／オフ
にできます。

■  コンフ ィギュレーシ ョ ン レジスタ、 バッ
ファ  メモリおよびすべての内部 RAM の状
態が保持されます。

■  CX3 がサスペンド  モードに入る前に、すべ
てのト ランザクシ ョ ンを完了する必要があ
ります。 (未完了ト ランザクシ ョ ンの状態は
保持されない )

■  プログラム カウンターがリセッ ト しない
ため、 ファームウェアは一時停止した時点
から動作を再開します。(RESET# のアサー
トによって復帰した場合を除く )

■  ARM926EJ-S コアで実行される
ファームウェアは CX3 をサスペ
ンド  モードにできます。例えば、
USB サスペンド状態で、 ファー
ムウェアは CX3 をサスペンド状
態にする場合があります。 

■  D+のLOWまたはHIGHへ
の 遷移

■  D- のLOWまたはHIGHへ
の 遷移

■  SSRX± の再開条件

■  VBUS の検知

■  UART_CTS でのレベル
検知 ( プログラマブル極
性 )

■  RESET# のアサーシ ョ ン

スタンバイ  モード

■  このモードの消費電力はISB3を超えません。

■  すべてのコンフ ィギュレーシ ョ ン レジス
タ設定およびプログラム／データ RAM の
内容は保持されます。 ただし、 バッファ内
またはデータ  パスの他の部分にあるデー
タは保証されません。 このため、 外部プロ
セッサは CX3 をスタンバイ  モードに移行
させる前に、 必要なデータが読み出される
ように気を付ける必要があります。

■  プログラム カウンターは、スタンバイ  モー
ドからの復帰時にリセッ ト されます。

■  GPIO ピンはその設定を保持します。

■  内部 PLL はオフになります。

■  USB ト ランシーバはオフになります。

■  ARM926EJ-S コア電源はオフになります。
復帰時に、 コアは再起動し、 プログラム／
データ RAM に保存されたプログラムを実
行します。

■  ウェイクアップ ソースへの電源とコア電
源を保持する必要があります。 その他すべ
てのパワー ド メ インは個別にオン／オフ
にできます。

■  ARM926EJ-S コアまたは外部プ
ロセッサで実行されるフ ァーム
ウェアは適切なレジスタが設定
されます。

■  VBUS の検知

■  UART_CTS でのレベル
検知 ( プログラマブル極
性 )

■  RESET# のアサーシ ョ ン
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コア電源遮断モード

■  このモードの消費電力は ISB4 を超えませ
ん。

■  コア電源はオフになります。

■  すべてのバッファ  メモリ、 コンフ ィギュ
レーシ ョ ン レジス タおよびプログラム
RAM は状態を保持しません。このモードを
終了した後、 ファームウェアをリロード し
ます。

■  このモードでは、他のすべてのパワー ド メ
インは個別にオン／オフにできます。

■  VDD をオフにします。
■  VDD を再供給

■  RESET# のアサーシ ョ ン

表 5.  低消費電力モードの開始および終了方法 ( 続き )

低消費電力モード 特性 遷移方法 離脱方法
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構成オプシ ョ ン

構成オプシ ョ ンは、 特定の使用方法で利用できます。 詳細につ
いては弊社のマーケティング部門 (usb3@cypress.com) までお
問い合わせください。

デジタル I/O

CX3 は、 すべてのデジタル I/O ピンにファームウェアで制御さ
れる内部プルアップまたはプルダウン抵抗を持ちます。 ピンが
フローテ ィングにならないように、 内部 50k 抵抗で HIGH に
プルし、内部 10k抵抗で LOW にプルします。 I/O ピンは次の
状態をと ります。

■  ト ライステート  (High-Z)

■  軽プルアップ ( 内部 50k)

■  プルダウン ( 内部 10k) 

■  低消費電力モードのとき、 ホールド  (I/O はその値を保持 )

■  JTAG TDI、TMC、および TRST# 信号には固定の 50k内部プ
ルアップ抵抗を付け、 TCK 信号には固定の 10k プルダウン
抵抗を付けています。

内部プルアップ抵抗を使用して、すべての未使用の I/O を HIGH
にする必要があります。 すべての未使用の出力はフローティン
グにします。 すべての I/O は、 フル、 3/4、 1/2、 1/4 の能力で駆
動できます。 これら駆動強度はインターフェースごとに設定し
ます。

GPIO

CX3 では、照明、同期表示などに使用できる汎用 I/O と して 12
個のピンを用意しています。 詳細は 14 ページのピンの設定を
参照して ください。

すべての GPIO ピンは最大 16pF の外部負荷に対応します。

EMI

CX3 は、 家電に対応する FCC 15B ( 米国 ) および EN55022
( ヨーロッパ ) に記述されている EMI 要件をシステムレベル
で満たしています。 CX3 は、 これらの規格に記述されるレベ
ルの EMI への耐性があり、 正常に機能し続けます。 

システム レベルの ESD

CX3 は、USB インターフェース上の D+、D-、GND ピンに ESD
保護を組み込んでいます。これらのポートに提供される ESD 保
護レベルは次のとおりです。

■  JESD22-A114 仕様による ±2.2kV 人体モデル (HBM)

■  IEC61000-4-2 レベル 3A によるシステム レベルの外部保護デ
バイスを使用した接触放電は ±6kV、 気中放電は ±8kV

■  IEC61000-4-2 レベル4Cによるシステム レベルの外部保護デ
バイスを使用した接触放電は ±8kV、 気中放電は ±15kV

この保護により、 ここで述べられているレベルに達した ESD
イベン トが発生した後にもデバイスが継続して機能することを
保証しています。

SSRX+、SSRX-、SSTX+、SSTX- ピンは、最大 ± 2.2kV の HBM
内部 ESD 保護を備えています。 

mailto:usb3@cypress.com
mailto:usb3@cypress.com


CYUSB306X

文書番号 : 001-90635 Rev. *D ページ 14 / 38

ピンの設定

凡例

図 5.  CX3 ボール配置 ( ト ップビュー )

A1 A2 A3 A4 A5 A6 A7 A8 A9 A10 A11

U3VSSQ U3RXVDDQ SSRXM SSRXP SSTXP SSTXM AVDD VSS DP DM GPIO[24]

B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 B9 B10 B11

VDDIO3 VSS GPIO[23] GPIO[21] U3RXVDDQ CVDDQ AVSS VSS VSS VDD TRST#

C1 C2 C3 C4 C5 C6 C7 C8 C9 C10 C11

SPI_SSN/GP
IO[54]

SPI_MISO/G
PIO[55]

VDD GPIO[26] RESET# GPIO[18] GPIO[19] GPIO[22] GPIO[45] TDO I2S_MCLK
/GPIO[57]

D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 D8 D9 D10 D11

I2S_CLK/GPI
O[50]

I2S_SD/GPIO
[51]

I2S_WS/GPI
O[52]

SPI_SCK/GP
IO[53]

SPI_MOSI/G
PIO[56]

CLKIN_32 CLKIN VSS I2C_SCL I2C_SDA GPIO[17]

E1 E2 E3 E4 E5 E6 E7 E8 E9 E10 E11

UART_CTS/
GPIO[47]

VSS VDDIO2 UART_RX/G
PIO[49]

UART_TX/GP
IO[48]

GPIO[20] TDI TMS VDD VUSB VSS

F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 F9 F10 F11

DNU REFCLK GPIO[44] XRST UART_RTS/
GPIO[46]

TCK: DNU DNU DNU DNU VDD

G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8 G9 G10 G11

VSS XSHUTDOW
N

MCLK PMODE[0]/G
PIO[30]

GPIO[25] HSYNC_test DNU DNU DNU DNU VSS

H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11

VDD DNU DNU PMODE[1]/G
PIO[31]

VSYNC_test MIPI RESET DNU PCLK_test DNU DNU VDDIO1

J1 J2 J3 J4 J5 J6 J7 J8 J9 J10 J11

DNU DNU DNU DNU MIPI_D0P MIPI_D1P1

1. GND に接続される未使用の MIPI 入力データ  レーンです。

MIPI_CP MIPI_D2P1、 2 MIPI_D2N1、2

2. MIPI_D2N、 MIPI_D2P、 MIPI_D3N、 および MIPI_D3P 信号は CYUSB3064 デバイスでは利用不可です。 カスタマ基板では、 これらのピンを 「開放」 のままにする
必要があります。

DNU VDD

K1 K2 K3 K4 K5 K6 K7 K8 K9 K10 K11

DNU DNU VSS VSS MIPI_D0N MIPI_D1N1 MIPI_CN MIPI_D3N1、 2 DNU DNU DNU

L1 L2 L3 L4 L5 L6 L7 L8 L9 L10 L11

VSS VSS VSS PMODE[2]/G
PIO[32]

VDD_MIPI VSS VDD MIPI_D3P1、 2 VDDIO1 DNU VSS

グランド

USB PHY 電源、 クロック電源

電源
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ピン説明

表 6.  CYUSB306X ピン一覧 

CX3

ピン番号 ピン名 I/O

F10 DNU I/O

F9 DNU I/O

F7 DNU I/O

G10 DNU I/O

G9 DNU I/O

F8 DNU I/O

H10 DNU I/O

H9 DNU I/O

J10 DNU I/O

H7 DNU I/O

K11 DNU I/O

L10 DNU I/O

K10 DNU I/O

K9 DNU I/O

G7 DNU I/O

G8 DNU I/O

K2 DNU I/O

J4 DNU I/O

K1 DNU I/O

J2 DNU I/O

J3 DNU I/O

J1 DNU I/O

H2 DNU I/O

H3 DNU I/O

G6 HSYNC_test I/O

H5 VSYNC_test I/O

H8 PCLK_test I/O

VDDIO1 パワード メイン

D11 GPIO[17] I/O

C6 GPIO[18] I/O

C7 GPIO[19] I/O

E6 GPIO[20] I/O

B4 GPIO[21] I/O

C8 GPIO[22] I/O

B3 GPIO[23] I/O

A11 GPIO[24] I/O

G5 GPIO[25] I/O

C4 GPIO[26] I/O

F3 GPIO[44] I/O

C9 GPIO[45] I/O

G4 PMODE[0]/GPIO[30] I/O

H4 PMODE[1]/GPIO[31] I/O

L4 PMODE[2]/GPIO[32] I/O

F1 DNU I/O

H6 MIPI RESET I/O

C5 RESET# I

F4 XRST O

G2 XSHUTDOWN O

G3 MCLK O

VDDIO2 パワード メイン

F5 UART_RTS/GPIO[46] I/O

E1 UART_CTS/GPIO[47] I/O

E5 UART_TX/GPIO[48] I/O

E4 UART_RX/GPIO[49] I/O

D1 I2S_CLK/GPIO[50] I/O

D2 I2S_SD/GPIO[51] I/O

D3 I2S_WS/GPIO[52] I/O

VDDIO3 パワード メイン

D4 SPI_SCK/GPIO[53] I/O

C1 SPI_SSN/GPIO[54] I/O

C2 SPI_MISO/GPIO[55] I/O

D5 SPI_MOSI/GPIO[56] I/O

C11 I2S_MCLK/GPIO[57] I/O

USB ポート  (U3TXVDDQ/U3RXVDDQ
パワー ド メイン )

A3 SSRXM I

A4 SSRXP I

A6 SSTXM O

A5 SSTXP O

USB ポート  (VUSB パワー ド メイン )

A9 DP I/O

A10 DM I/O

VDDIO1 パワード メイン

F2 REFCLK I

VDD_MIPI パワード メイン

J7 MIPI_CP I

表 6.  CYUSB306X ピン一覧 ( 続き )

CX3

ピン番号 ピン名 I/O
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K7 MIPI_CN I

J5 MIPI_D0P I

K5 MIPI_D0N I

J6 MIPI_D1P1 I

K6 MIPI_D1N1 I

J9 MIPI_D2N1、2 I

J8 MIPI_D2P1、 2 I

L8 MIPI_D3P1、 2 I

K8 MIPI_D3N1、 2 I

CVDDQ パワー ド メイン

D7 CLKIN I

D6 CLKIN_32 I

VDDIO1 パワード メイン

D9 I2C_SCL I/O

D10 I2C_SDA I/O

E7 TDI I

C10 TDO O

B11 TRST# I

E8 TMS I

F6 TCK: I

パワード メイン

E10 VUSB PWR

A1 U3VSSQ PWR

H11 VDDIO1 PWR

L9 VDDIO1 PWR

E3 VDDIO2 PWR

B1 VDDIO3 PWR

B6 CVDDQ PWR

B5 U3RXVDDQ PWR

A2 U3RXVDDQ PWR

A7 AVDD PWR

B7 AVSS PWR

L5 VDD_MIPI PWR

B10 VDD PWR

J11 VDD PWR

C3 VDD PWR

E9 VDD PWR

F11 VDD PWR

H1 VDD PWR

表 6.  CYUSB306X ピン一覧 ( 続き )

CX3

ピン番号 ピン名 I/O

L7 VDD PWR

D8 VSS PWR

E2 VSS PWR

E11 VSS PWR

G1 VSS PWR

A8 VSS PWR

G11 VSS PWR

L1 VSS PWR

B8 VSS PWR

L6 VSS PWR

B2 VSS PWR

L11 VSS PWR

B9 VSS PWR

K4 VSS PWR

L3 VSS PWR

K3 VSS PWR

L2 VSS PWR

1. GND に接続される未使用の MIPI 入力データ  レーンです。
2. MIPI_D2N、 MIPI_D2P、 MIPI_D3N および MIPI_D3P 信号は CYUSB3064 デ

バイスでは利用不可です。 カスタマ基板では、 これらのピンを 「開放」 のま
まにする必要があります。

表 6.  CYUSB306X ピン一覧 ( 続き )

CX3

ピン番号 ピン名 I/O
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電気的仕様

絶対最大定格

最大定格を超えると、 デバイスの寿命が短く なる可能性があり
ます。

保存温度 ..................................................... -65°C ～ +150°C

グランド電位への電源電圧
VDD、 AVDDQ ................................................................ 1.25V

VDDIO1、 VDDIO2、 VDDIO3 ........................................... ...3.6V

U3TXVDDQ、 U3RXVDDQ ......................................... .....1.25V

任意の入力ピンへの DC 入力電圧 .........................VCC + 0.3

High Z 状態の出力に印加される DC 電圧 
(VCC は対応する I/O 電圧 ) ....................................VCC + 0.3

最大ラッチアップ電流 ............................................... 140mA

すべての I/O 設定に対応した最大出力短絡電流
(VOUT = 0V) .............................................................. -100mA

動作条件

TA ( バイアス印加時の周囲温度 ) 
民生用 .............................................................  0°C ～ +70°C
産業用........................................................... -40°C ～ +85°C

VDD、 AVDDQ、 U3TXVDDQ、 U3RXVDDQ 
電源電圧 ........................................................ 1.15V ～ 1.25V

VUSB 電源電圧 ............................................. ............4V ～ 6V

VDDIO1、 VDDIO2、 VDDIO3、 CVDDQ 
電源電圧 ............................................................ 1.7V ～ 3.6V

DC 仕様

表 7.  DC 仕様

記号 説明 Min Max 単位 注記

VDD コア電源電圧 1.15 1.25 V Typ 1.2V

AVDD アナログ電源電圧 1.15 1.25 V Typ 1.2V

VDD_MIPI MIPI ブリ ッジ D-PHY 電源電圧 1.15 1.25 V Typ 1.2V

VDDIO1 I2C、 JTAG と GPIO 電源電圧
ド メイン

1.7 3.6 V Typ 1.8V、 2.5V、 3.3V

VDDIO2 UART/I2S 電源電圧ド メイン 1.7 3.6 V Typ 1.8V、 2.5V、 3.3V

VDDIO3 SPI/I2S 電源電圧ド メイン 1.7 3.6 V Typ 1.8V、 2.5V、 3.3V

VUSB USB 電源電圧 4 6 V Typ 5V

U3TXVDDQ USB 3.0 1.2V 電源 1.15 1.25 V Typ 1.2V この電源電圧には、 22F のバイパ
ス コンデンサが必要です。

U3RXVDDQ USB 3.0 1.2V 電源 1.15 1.25 V Typ 1.2V この電源電圧には、 22F のバイパ
ス コンデンサが必要です。

CVDDQ クロック電源電圧 1.7 3.6 V Typ 1.8V、 3.3V

VIH1 入力 HIGH 電圧 1 0.625 × VCC VCC+0.3 V
2.0V  VCC  3.6V の場合 (USB と MIPI CSI-2
ピンを除く )。VCC は対応する I/O 電源電圧で
す。

VIH2 入力 HIGH 電圧 2 VCC-0.4 VCC+0.3 V
1.7V  VCC  2.0V の場合 (USB と MIPI CSI-2
ピンを除く )。VCC は対応する I/O 電源電圧で
す。

VIL 入力 LOW 電圧 -0.3 0.25 × VCC V VCC は対応する I/O 電源電圧です。

VOH 出力 HIGH 電圧 0.9 × VCC - V

IOH (max) = -100A。1/4 の駆動強度でテスト
します。 VCC は対応する I/O 電源電圧です。
さまざまな駆動強度と VCC で測定される IOH
の値は、18ページの表8 を参照して ください。

VOL 出力 LOW 電圧 - 0.1 × VCC V

IOL (min) = +100A。 1/4 の駆動強度でテスト
します。 VCC は対応する I/O 電源電圧です。
さまざまな駆動強度と VCC で測定される IOL
の値は、18ページの表8 を参照して ください。

IIX
SSTXP/SSXM/SSRXP/SSRXM
を除 く すべてのピンの入力漏れ
電流

-1 1 A

すべての I/O 信号は VDDQ に保持されます。
( プルアップ／プルダウン抵抗を接続した I/O
の漏れ電流は VDDQ/RPU または VDDQ/RPD 分
増加 )
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IOZ

SSTXP/SSXM/SSRXP/SSRXMお
よびMIPI CSI-2信号を除くすべて
のピンの出力 High-Z 漏れ電流

-1 1 A すべての I/O 信号は VDDQ に保持されます。

ICC コア コアおよびアナログ電圧動作電流 - 192 mA AVDD、 VDD に流れる合計電流

ICC USB USB 電源の動作電流 - 60 mA -

ISB1
USB 3.0 PHY が有効なサスペン
ド  モード  中の総サスペンド電流 

コア : 558.35A - A コア電流はVDD, AVDD およびVDD_MIPI を介し
て測定されます。

I/O 電流は VDDIO1 ～ VDDIO3 を介して測定さ
れます。

USB電流はVUSB、U3TXVDDQおよびU3RXVDDQ
を介して測定されます。

I/O: 4.58A - A

USB: 4672A - A

ISB3
コア電源遮断モード中の合計ス
タンバイ電流 

コア : 148.31A - A

I/O: 3.16A - A

USB: 15.8A - A

VRAMP
コアおよび I/O電源の電圧ランプ
レート

0.2 12 V/ms 電圧の立ち上りは単調でなければいけません。

VN
VDDおよび I/O電源に許容される
ノイズ レベル

- 100 mV AVDD を除くすべての電源に許容される最大
p-p ノ イズ レベル

VN_AVDD
AVDD電源に許容されるノイズ レ
ベル

- 20 mV AVDD に許容される最大 p-p ノ イズ レベル

表 7.  DC 仕様 ( 続き )

記号 説明 Min Max 単位 注記

表 8.  異なる駆動強度と VDDIO 値に対応する IOH/IOL 値

VDDIO (V) VOH (V) VOL (V) 駆動強度 IOH max (mA) IOL min (mA)

1.7 1.53 0.17

1/4 1.02 2.21

1/2 1.51 3.28

3/4 1.83 3.85

フル 2.28 4.73

2.5 2.25 0.25

1/4 5.03 3.96

1/2 7.38 5.84

3/4 8.89 6.89

フル 11.07 8.61

3.6 3.24 0.36

1/4 7.80 5.74

1/2 11.36 8.64

3/4 13.64 10.15

フル 16.92 12.67
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MIPI D-PHY 電気的特性

熱特性

表 9.  MIPI D-PHY の電気的特性

パラメーター 項目
仕様

単位
Min Nom Max

MIPI D-PHY RX DC 特性

VPIN 入力信号の電圧範囲 -50 - 1350 mV

VIH ロジック 1 入力電圧  880 - - mV

VIL ロジック  0 入力電圧  - - 550 mV

VCMRX (DC) HS レシーバ モードのコモンモード電圧 70 - 330 mV

VIDTH 差動入力スレッシ ョルド  High   - 70 mV

VIDTL 差動入力スレッシ ョルド  Low   -70 - - mV

VIHHS シングル エンド   入力 HIGH 電圧 - 460 mV

VILHS シングル エンド  入力 HIGH 電圧 -40 - - mV

表 10.  熱特性

パラメーター 説明 値 単位

TJ MAX 最大接合部温度 125 C

JA 熱抵抗 ( 接合部から周囲 ) 24.4 C/W

JB 熱抵抗 ( 接合部から基板 ) 17.27 C/W

JC 熱抵抗 ( 接合部からケース ) 5.5 C/W
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AC タイ ミング パラメーター

MIPI データとクロックのタイ ミング

図 6.  MIPI CSI 信号データとクロックのタイ ミング 

リファレンス クロック仕様

TSETUP THOLD

0.5UIINST +
TSKEW

Reference Time

1 UIINST

TCLKp

CLKp

CLKn

表 11.  MIPI データとクロックのタイ ミング

記号 説明 Min Max 単位

tSKEW データからクロックまでのスキュー ( ト ランスミ ッ タで観測 ) -0.15 0.15 UIINST

TSETUP データからクロックまでのセッ トアップ時間 ( レシーバ側 ) 0.15 - UIINST

THOLD クロックからデータまでのホールド時間 ( レシーバ側 ) 0.15 - UIINST

UIINST 1 データ  ビッ ト時間 ( 瞬時 ) 1 12.5 ns

TCLKp デュアル データ  レート  クロックの周期 2 25 ns

表 12.  リファレンス クロック仕様

記号 説明 Min Max 単位 注

RefClk リファレンス クロック周波数 6 40 MHz -

RefclkDutyCyl デューティ比 40% 60% - -

RefClkPJ リファレンス クロック入力周期ジッ タ -100 100 ps -
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MIPI CSI ローパワー AC 特性

図 7.  MIPI CSI バス入力グリ ッチ除去 

AC 仕様

2*TLPX 2*TLPX

eSPIKE

eSPIKE

TMIN-RX TMIN-RX

VIH

VIL

Input

Output

表 13.  MIPI CSI ローパワー AC 特性

記号 説明 Min Max 単位 注記

eSPIKE 入力ノイズ除去 - 300 V.ps

スパイクの電圧と時間の積算値。 電圧が VIL 以
上 (LP-0 状態の場合 ) または VIH 以下 (LP-1 状
態の場合 ) が該当します。
これより小さいインパルスはレシーバの状態
を変更しません。

TMIN-RX 応答する最小パルス幅 20 - ns これより大きい入力パルスは出力を ト グルし
ます。

VINT 干渉の最大振幅 - 200 mV -

FINT 干渉の周波数 450 - MHz -

TLPX 任意の低電力状態の期間 50 - ns -

表 14.  AC 仕様

記号 説明 Min Max 単位 詳細／条件

ΔVCMRX(HF) 450MHz を超えるコモン モード干渉 - 100 mV ΔVCMRX(HF) は、 レシーバ入力で観測する重ね
合わせた正弦波の最大振幅です。

ΔVCMRX(LF) 50 ～ 450MHz のコモン モード干渉 -50 50 mV

定常的なグランド電位の変動分50mVを差し引
きます。
これはDC平均コモン モード電位と比較した電
圧差です。
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シリアル ペリフェラル タイ ミング

I2C タイ ミング

図 8.  I2C タイ ミング定義

表 15.  I2C のタイ ミング パラメーター [2]

記号 説明 Min Max 単位

I2C 標準モード  パラメーター

fSCL SCL クロック周波数 0 100 kHz

tHD:STA START 条件までのホールド時間 4 - s

tLOW SCL の LOW 時間 4.7 - s

tHIGH SCL の HIGH 時間 4 - s

tSU:STA リピート START 条件のセッ トアップ時間 4.7 - s

tHD:DAT データ  ホールド時間 0 - s

tSU:DAT データ  セッ トアップ時間 250 - ns

tr SDA および SCL 信号の立ち上り時間 - 1000 ns

tf SDA および SCL 信号の立ち下り時間 - 300 ns

tSU:STO STOP 条件のセッ トアップ時間 4 - s

tBUF STOP 条件と START 条件間のバスの空き時間 4.7 - s

tVD:DAT データ有効時間 - 3.45 s

tVD:ACK データ有効 ACK - 3.45 s

tSP 入力フ ィルタによって抑制する必要があるスパイクのパルス幅 該当なし 該当なし

注 ：

2. すべてのパラメーターは設計で保証されており、 特性評価によって検証済みです。
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I2C ファース ト  モード  パラメーター

fSCL SCL クロック周波数 0 400 kHz

tHD:STA START 条件のホールド時間 0.6 - s

tLOW SCL の LOW 時間 1.3 - s

tHIGH SCL の HIGH 時間 0.6 - s

tSU:STA リピート START 条件のセッ トアップ時間 0.6 - s

tHD:DAT データ  ホールド時間 0 - s

tSU:DAT データ  セッ トアップ時間 100 - ns

tr SDA および SCL 信号の立ち上り時間 - 300 ns

tf SDA および SCL 信号の立ち下り時間 - 300 ns

tSU:STO STOP 条件のセッ トアップ時間 0.6 - s

tBUF STOP 条件と START 条件との間でのバスの空き時間 1.3 - s

tVD:DAT データ有効時間 - 0.9 s

tVD:ACK データ有効 ACK - 0.9 s

tSP 入力フ ィルタによって抑制する必要があるスパイクのパルス幅 0 50 ns

I2C ファースト  モード  プラス パラメーター

fSCL SCL クロック周波数 0 1000 kHz

tHD:STA ホールド時間 START 条件 0.26 - s

tLOW SCL の LOW 時間 0.5 - s

tHIGH SCL の HIGH 時間 0.26 - s

tSU:STA リピート START 条件のセッ トアップ時間 0.26 - s

tHD:DAT データ  ホールド時間 0 - s

tSU:DAT データ  セッ トアップ時間 50 - ns

tr SDA および SCL 信号の立ち上り時間 - 120 ns

tf SDA および SCL 信号の立ち下り時間 - 120 ns

tSU:STO STOP 条件のセッ トアップ時間 0.26 - s

tBUF STOP 条件と START 条件との間のバス空き時間 0.5 - s

tVD:DAT データ有効時間 - 0.45 s

tVD:ACK データ有効 ACK - 0.55 s

tSP 入力フ ィルタによって抑制する必要があるスパイクのパルス幅 0 50 ns

表 15.  I2C のタイ ミング パラメーター [2]( 続き )

記号 説明 Min Max 単位
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I2S タイ ミング ダイヤグラム

図 9.  I2S 送信サイクル

tT

tTR     tTF
tTL

tThd

tTd

tTH

SCK

SA,
WS (output)

表 16.  I2S タイ ミング パラメーター [3]

記号 説明 Min Max 単位

tT I2S ト ランスミ ッ タ  クロック  サイクル tTR - ns

tTL I2S ト ランスミ ッ タ  サイクル LOW 時間 0.35 tTR - ns

tTH I2S ト ランスミ ッ タ  サイクル HIGH 時間 0.35 tTR - ns

tTR I2S ト ランスミ ッ タ立ち上り時間 - 0.15 tTR ns

tTF I2S ト ランスミ ッ タ立ち下り時間 - 0.15 tTR ns

tThd I2S のト ランスミ ッ タ  データ  ホールド時間 0 - ns

tTd I2S ト ランスミ ッ タ遅延時間 - 0.8 tT ns

注 : tT はクロック  ギアで選択できます。 32 ビッ トでの 96kHz コーデック用に設計される Max tTR は 326ns (3.072MHz) です。 

注 ：

3. すべてのパラ メーターは設計で保証されており、 特性評価によって検証済みです。
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SPI タイ ミング仕様

図 10.  SPI タイ ミング

LSB

LSB

MSB

MSB

LSB

LSB

MSB

MSB

tlead

tsck

tsdd

thoi

twsck twsck

tlag

td
v

trf

tssnh

tdis

tsdi

tlead

tsck

twsck twsck

tlagtrf

tssnh

tsdi

tdis

tdv

thoi

SSN 
(output)

SCK
(CPOL=0, 
Output)

SCK
(CPOL=1, 
Output)

MISO
(input)

MOSI
(output)

SSN 
(output)

SCK
(CPOL=0, 
Output)

SCK
(CPOL=1, 
Output)

MISO
(input)

MOSI
(output)

SPI Master Timing for CPHA = 0

SPI Master Timing for CPHA = 1

tdi

tdi



CYUSB306X

文書番号 : 001-90635 Rev. *D ページ 26 / 38

表 17.  SPI タイ ミング パラメータ [4] 

記号 説明 Min Max 単位

fop 動作周波数 0 33 MHz

tsck サイクル時間 30 - ns

twsck クロック HIGH/LOW 時間 13.5 - ns

tlead SSN-SCK 先行時間 1/2 tsck
[5] - 5 1.5 tsck

[5] + 5 ns

tlag 可能遅延時間 0.5 1.5 tsck
[5] + 5 ns

tRF 立ち上り／立ち下り時間 - 8 ns

tsdd 出力 SSN からデータ有効までの遅延時間 - 5 ns

tdv 出力データ有効時間 - 5 ns

tdi 出力データ無効 0 - ns

tssnh 最小 SSN HIGH 時間 10 - ns

tsdi 入力データセッ トアップ時間 8 - ns

thoi 入力データホールド時間 0 - ns

tdis SSN HIGH でデータ出力を無効 0 - ns

注 ：

4. すべてのパラ メーターは設計で保証されており、 特性評価によって検証済みです。

5. SPI_CONFIG レジスタの LAG と LEAD 設定に依存します。
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リセッ ト  シーケンス

ここでは、 CX3 のハード  リセッ ト  シーケンスの要件を規定します。

図 11.  リセッ ト  シーケンス

表 18.  リセッ トおよびスタンバイ  タイ ミング パラメーター

記号 定義 条件 Min (ms) Max (ms)

tRPW RESET# 最小パルス幅 クロック入力 1 -

tRH RESET# 最小 HIGH 時間 - 5 -

tRR
リセッ ト回復時間 ( この時間後、ブートローダがファームウェアのダウ
ンロードを開始 ) クロック入力 1 -

tSBY
スタンバイ／サスペンド  モード開始までの時間 (MAIN_CLOCK_EN ／
MAIN_POWER_EN ビッ ト をセッ ト した時点から )

- - 1

tWU スタンバイ状態から復帰するまでの時間 クロック入力 1 -

tWH スタンバイ／サスペンド  ソースを再アサートするまでの最小時間 - 5 -

VDD

( core )

xVDDQ

CLKIN

RESET#

Mandatory 
Reset Pulse Hard Reset

tRPW

tRh 

Standby/
Suspend 
Source

Standby/Suspend source Is asserted
 (MAIN_POWER_EN/ MAIN_CLK_EN bit is set)

Standby/Suspend 
source Is deasserted

tSBY tWU

CLKIN must be stable before 
exiting Standby/Suspend

tRR

tWH
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注文情報

注文コードの定義

表 19.  注文情報

注文コード MIPI CSI-2 レーン パッケージ タイプ 温度グレード

CYUSB3065-BZXI 4 121 ボール BGA 産業用

CYUSB3065-BZXC 4 121 ボール BGA 民生用

CYUSB3064-BZXI 2 121 ボール BGA 産業用

CYUSB3064-BZXC 2 121 ボール BGA 民生用

温度グレード
I = 産業用

C: 民生用

鉛フリー

パッケージ タイプ : BZ = 121 ボール BGA 

X = 4: 最大 2 本の MIPI CSI-2 レーン
X = 5: 最大 4 本の MIPI CSI-2 レーン

USB 3.0 用の基本部品番号

マーケティ ング コード : USB = USB コン ト ローラー

会社 ID: CY = サイプレス

CY BZUSB 3 X- I06X 
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パッケージ図

図 12.  121 ボール BGA (10 × 10 × 1.7mm) パッケージの外形図、 001-87293 

001-87293 **
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略語 本書の表記法

測定単位表 20.  本書で使用する略語

略語 説明

CSI-2 Camera Serial Interface - 2、 カ メ ラ  シリアル イン
ターフェース - 2

DMA Direct Memory Access、ダイレク ト  メモリ  アクセス

DNU Do Not Use、 未使用

HNP Host Negotiation Protocol、 ホスト  ネゴシエーシ ョ
ン プロ ト コル

MIPI Mobile Industry Processor Interface、 団体名

MMC Multimedia Card、 マルチメディア カード

MTP Media Transfer Protocol、 メディア転送プロ ト コル

PLL Phase Locked Loop、 位相ロック  ループ

PMIC Power Management IC、 パワー マネージメン ト IC

SD Secure Digital、 セキュア デジタル

SDIO Secure Digital Input/Output、セキュア デジタル入力
／出力

SLC Single-Level Cell、 単一レベル セル

SPI Serial Peripheral Interface、 シリアル ペリフェラル
インターフェース

SRP Session Request Protocol、 セッシ ョ ン リクエスト
プロ ト コル

USB Universal Serial Bus、 ユニバーサル シリアル バス

WLCSP Wafer Level Chip Scale Package、 ウェハー レベル
チップ スケール パッケージ

表 21.  測定単位

記号 測定単位

°C 摂氏温度

Mbps メガビッ ト／秒

MBps メガバイ ト／秒

MHz メガヘルツ

A マイクロアンペア

s マイクロ秒

mA ミ リアンペア

ms ミ リ秒

ns ナノ秒

 オーム

pF ピコファラ ド

V ボルト
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エラッ タ

ここでは、 CX3 のエラッ タについて説明します。 詳細は、 エラッ タのト リガー条件、 影響の範囲、 可能な回避方法、 シリコン レビ
ジ ョ ンの適用可能性を含みます。 ご質問がありましたら、 最寄りの弊社販売代理店まで連絡して く ださい。

影響を受ける部品番号

認定の状態

製品の状態 : 量産中

エラッ タのまとめ

下表は、 EZ-USB™ CX3 SuperSpeed USB コン ト ローラー デバイス ファ ミ リへのエラッ タの適用性を定義します。

型番 デバイスの特性

CYUSB306x-xxxx 全種類

項目 [ 製品番号 ] シリコン チップ 
レビジ ョ ン

修正状況

1. 通常 , サスペンド , およびスタンバイ  モード中に VDDIO1 を
オフにすることによって、 CX3 の動作が停止

CYUSB306x-xxxx すべて
回避方法が用意されてい
ます。

2. CX3 が自己給電時、USB エニュメレーシ ョ ンが USB ブート
モードで失敗

CYUSB306x-xxxx すべて
回避方法が用意されてい
ます。

3. GPIF II ステートで COMMIT アクシ ョ ンによって追加の ZLP
が生成される

CYUSB306x-xxxx すべて
回避方法が用意されてい
ます。

4. USB 2.0 ISOC データ転送での無効な PID シーケンス CYUSB306x-xxxx すべて
回避方法が用意されてい
ます。

5. 同じマイクロフレーム内で ZLP の後に続いてデータ  パケッ
トが転送される場合に USB データ転送エラーが発生

CYUSB306x-xxxx すべて
回避方法が用意されてい
ます。

6. I2C マルチマスター コンフ ィギュレーシ ョ ンで I2C ブロック
をマスターとして使用する場合にバス衝突が発生

CYUSB306x-xxxx すべて
シングル マス ター コ ン
フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン で
CX3 を使用します

7. USB 3.0 ホスト  コン ト ローラーの低電力 U1 高速終了問題 CYUSB306x-xxxx すべて
回避方法が用意されてい
ます。

8. リンク品質の悪いホストで動作時の USB データの破損 CYUSB306x-xxxx すべて
回避方法が用意されてい
ます。

9. デバイスは USB 3.0 ホストからの Rx 検出シーケンスを有効
な U1 終了 LFPS バースト と して取り扱います。

CYUSB306x-xxxx すべて
回避方法が用意されてい
ます。

10. 40/60 デューティ比および 400kHz での I2C データ有効
(tVD:DAT) 仕様違反

CYUSB306x-xxxx すべて 回避方法は不要です。

11. CX3 デバイスが複数のパワー サイクル後にホストからの
ポート機能要求に正し く応答しません。

CYUSB306x-xxxx すべて
回避方法が用意されてい
ます。
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1. 通常 , サスペンド , およびスタンバイ  モード中に VDDIO1 をオフにすることによって、 CX3 の動作が停止

■  問題定義
通常 , サスペンド , およびスタンバイ  モード中に VDDIO1 をオフにすることによって、 CX3 の動作が停止します。

■  影響を受けるパラメーター
該当なし

■  ト リガー条件
この状態は、 通常 , サスペンド , およびスタンバイ  モード中に VDDIO1 をオフにするときにト リガーされます。

■  影響範囲
CX3 の動作が停止します。

■  回避方法
通常 , サスペンド , およびスタンバイ  モード中に VDDIO1 をオンのままにしなければいけません。

■  修正状況
修正なし。 回避方法が必要

2. CX3 が自己給電時、 USB エニュメレーシ ョ ンが USB ブート  モードで失敗

■  問題定義
CX3 が自己給電であり、 かつ USB ホストにまだ接続されていない場合、 デバイスは低消費電力モードに入り、 USB ホストに
接続されるときに復帰しません。 理由は、 ブートローダが USB 接続を検出するためにコネクタでの VBUS ピンをチェ ックし
ないためです。 ブートローダが、 電源投入時に USB バスがホストに接続されることを期待します。 

■  影響を受けるパラメーター
該当なし  

■  ト リガー条件
この状態は、 CX3 が USB ブート  モードで自己給電となるときにト リガーされます。

■  影響範囲
デバイスはエニュ メレート しません。

■  回避方法
USB ホストに接続した後にデバイスをリセッ ト します。 

■  修正状況
修正なし。 回避方法が必要 

3. GPIF II ステートで COMMIT アクシ ョ ンによって追加の ZLP が生成される

■  問題定義
GPIF-II ステートで IN_DATA アクシ ョ ンなしに COMMIT アクシ ョ ンが使用される場合、 追加の長さゼロのパケッ ト  (ZLP) が
データ  パケッ ト と ともに転送されます。 

■  影響を受けるパラメーター
該当なし

■  ト リガー条件
この状態は、 あるステートで COMMIT アクシ ョ ンが IN_DATA アクシ ョ ンなしに使用されるときにト リガーされます。

■  影響範囲
追加の ZLP が生成されます。

■  回避方法 
同じステートで COMMIT アクシ ョ ンと ともに IN_DATA アクシ ョ ンを使用します。 

■  修正状況
修正なし。 回避方法が必要 
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4. USB 2.0 ISOC データ転送での無効な PID シーケンス

■  問題定義
CX3 デバイスが高帯域幅アイソクロナス エンドポイン ト を持つ Hi Speed USB デバイスとして機能する場合、 ISO データ  パ
ケッ トの PID シーケンスはアイソマルチ設定のみによって支配されます。 各マイクロフレーム中の PDI シーケンス生成時に、
データ  パケッ トの長さは考慮されません。 例えば、 MULT が 2 に設定されたエンドポイン トでシ ョート  パケッ トが転送され
る場合にも、 使用される PID は DATA2 となります。 

■  影響を受けるパラメーター
該当なし

■  ト リガー条件
この状態は、 高帯域幅 ISOC 転送エンドポイン トが使用されるときにト リガーされます。

■  影響範囲
ISOC データ転送は失敗します。

■  回避方法 
この問題を回避するために、シ ョート  パケッ トの転送前により低いアイソマルチ設定でエンドポイン ト を再設定し、その後に
元の値に戻します。 

■  修正状況
修正なし。 回避方法が必要 

5. 同じマイクロフレーム内で ZLP の後に続いてデータ  パケッ トが転送される場合に USB データ転送エラーが発生

■  問題定義 
SuperSpeed で動作するバースト対応 USB IN エンドポイン トで、 長さゼロのパケッ トの後にすぐに (1 マイクロフレームまた
は 125μs 以内 ) 他のデータ  パケッ トが続く場合、 データ転送エラーが発生する可能性があります。 

■  影響を受けるパラメーター
該当なし

■  ト リガー条件
この状態は ZLP の SuperSpeed 転送でト リガーされます。

■  影響範囲
データ転送が失敗し、 データ転送速度が低く なります。

■  回避方法 
バースト対応 USB IN エンドポイン トで ZLP と次のデータ  パケッ トの間に十分な時間が与えられることを保証します。データ
転送元で保証できない場合、EOP 状態の発生時に CyU3PDmaChannelSetSuspend() API を使用して対応する USB DMA ソケッ
ト を一時停止できます。 その後、 一時停止コールバックが受信されるとチャネルの動作が再開できます。 

■  修正状況
修正なし。 回避方法が必要 

6. I2C マルチマスター コンフ ィギュレーシ ョ ンで I2C ブロックをマスターとして使用する場合にバス衝突が発生 

■  問題定義
I2C マルチマスター コンフ ィギュレーシ ョ ンで CX3 をマスターとして使用するとき、 バス衝突が発生する場合があります。

■  影響を受けるパラメーター
該当なし

■  ト リガー条件
この状態は、 CX3 の I2C ブロックがマルチマスター コンフ ィギュレーシ ョ ンで動作するときにのみト リガーされます。

■  影響範囲
CX3 の I2C ブロックは、 I2C バスがアイドルでないときにデータを送信できるため、 バス衝突が発生します。

■  回避方法
CX3 をシングル マスターとして使用します。

■  修正状況
修正なし。
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7. USB 3.0 ホスト  コン ト ローラーの低電力 U1 高速終了問題 

■  問題定義
CX3 デバイスが低電力 U1 ステートに入ってから 5μs 以内に U0 ステートに遷移する場合、 デバイス は U0 ステートに戻って
遷移することに失敗し、 USB リセッ ト を発生させる可能性があります。

■  影響を受けるパラメーター
該当なし

■  ト リガー条件
この状態は低電力遷移モード中にト リガーされます。

■  影響範囲
データ転送中に期待しないウォーム リセッ トが発生します。

■  回避方法
この問題を回避するために、 FW でデータ転送中に LPM ( リンク  パワー マネジメン ト ) を無効にします。

■  修正状況
FW の回避方法は実証され、 信頼できます。

8. リンク品質の悪いホストで動作時の USB データの破損 

■  問題定義
CX3 が信号品質の悪い USB 3.0 リンクで動作する場合、 デバイスはいずれかの IN エンドポイン ト  ( 制御エンドポイン ト を含
む ) で破損したデータを送信する可能性があります。

■  影響を受けるパラメーター
該当なし

■  ト リガー条件
この状態は USB 3.0 リンクの信号品質が非常に悪い場合にト リガーされます。

■  影響範囲
いずれかの IN エンドポイン ト  ( 制御エンドポイン ト を含む ) でデータが破損します。

■  回避方法
アプリケーシ ョ ン ファームウェアは、 CYU3P_USBEPSS_RESET_EVT イベン ト  (SDK 1.3.3 以降でのみ ) の受信時にエンド
ポイン ト を停止してから、CLEAR_FEATURE 要求の受信時に DMA パスを停止および再起動することで、エラー回復を行いま
す。
注 : アプリケーシ ョ ン ファームウェアの詳細については、 SDK で提供されている GpiftoUsb の例を参照して ください。

■  修正状況
FW の回避方法は実証され、 信頼できます。

http://www.cypress.com/products/ez-usb-fx3-superspeed-usb-30-peripheral-controller
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9. デバイスは USB 3.0 ホストからの Rx 検出シーケンスを有効な U1 終了 LFPS バースト と して取り扱います。

■  問題定義
CX3 デバイス内の USB 3.0 PHY は電気的アイドル検出器を使用して LFPS が受信されているかどうかを判定します。 レシー
バが電気的アイドル状態を検出しない期間は、 さまざまな LFPS バーストを検出するために調整されます。 この実装のため、
デバイスは USB ホストからの Rx 検出シーケンスを有効な U1 終了 LFPS バースト と して取り扱います。 

■  影響を受けるパラメーター
該当なし

■  ト リガー条件
この状態は、 CX3 の USB 3.0 リンク  ステート  マシンが U1 ステートのときに USB ホストが Rx 検出シーケンスを開始する場
合にト リガーされます。 ホストが RX 検出ステート と U2 ステートでのみ Rx 検出シーケンスを実行するため、 CX3 のリンク
が U1 ステートのときにホストの USB リンクが U2 ステートに遷移した場合にのみエラー状態は発生します。 

■  影響範囲
CX3 は早まって回復状態に遷移するため、 回復に失敗し、 その後にウォーム リセッ トおよび USB 再エニュメレーシ ョ ンが発
生します。 このシーケンスは複数回繰り返し、 その結果、 データ転送の失敗となります。 

■  回避方法
ホストの遷移の数マイクロ秒前に CX3 が U1 から U2 に遷移するように設定します。 これにより、 ホストが Rx 検出シーケン
スを実行する前にデバイス側のリンクが U2 にあるため、 U1 終了の誤った検出が防止されることを保証できます。 

■  修正状況
回避方法は SDK ライブラリ 1.3.4 およびそれ以降のバージョ ンで実装されます。

10. 40/60 デューティ比および 400kHz での I2C データ有効 (tVD:DAT) 仕様違反

■  問題定義
40/60デューティ比および400kHzでのI2Cデータ有効 (tVD:DAT) パラメーターは1.0625μsであり、0.9μsのI2C上限を超えます。

■  影響を受けるパラメーター
該当なし

■  ト リガー条件
この違反は、 I2C クロックの 40/60 デューティ比および 400kHz でのみ発生します。

■  影響範囲
400kHz で転送されるデータのセッ トアップ時間 (tSUDAT) は大きいマージンで満たされるため、 tvd:DAT の違反はデータ完全性
の問題を発生させません。

■  回避方法
回避方法は不要です。

■  修正状況
修正は不要です。
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11. CX3 デバイスが複数のパワー サイクル後にホストからのポート機能要求に正し く応答しません。

■  問題定義
複数のパワー サイクルの間、 CX3 デバイスが USB コン ト ローラーからのポート機能要求 ( リンク  パケッ ト ) に正し く応答し
ない場合があります。 したがって、 CX3 は USB コン ト ローラーからの後続のポート  コンフ ィギュレーシ ョ ン要求を受信でき
ず、 SS.Disabled 状態を発生させます。 デバイスはこの状態から回復できず、 最終的にエニュメレーシ ョ ン失敗になります。

■  影響を受けるパラメーター
該当なし

■  ト リガー条件
この状態は、 CX3 がホストからのポート機能要求に正し く な く応答したときにト リガーされます。

■  影響範囲
デバイスは複数回の再試行の後にエニュメレーシ ョ ンに失敗します。 

■  回避方法
ホストは CX3 にポート  コンフ ィギュレーシ ョ ン要求を送信しないため、 ポート  コンフ ィギュレーシ ョ ン要求タイムアウト割
込みをデバイスで発生させます。 この割込みは FX3 SDK 1.3.4 またはそれ以降のバージ ョ ンで処理され、 CY_U3P_US-
B_EVENT_LMP_EXCH_FAIL イベン ト を生成し、 アプリケーシ ョ ンに通知します。 このイベン トは、 USB インターフェース
ブロック再起動を行うようにユーザー アプリケーシ ョ ンで処理する必要があります。詳細およびファームウェアによる回避方
法のサンプル プロジェク トについては、 ナレッジベース (KBA225778) を参照して く ださい。

■  修正状況
提案されたファームウェアによる回避方法は実証され、 信頼できます。

https://community.cypress.com/docs/DOC-16300
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